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研究代表者 川瀬 弘一 聖マリアンナ医科大学医学部教授 

 

研究要旨：WHO は国際統計分類（WHO-FIC）の中心分類として、国際疾病分類（ICD）

と国際生活機能分類（ICF）、医療行為の国際分類（ICHI）を設けている。ICHI は開発中で

あり、現在暫定版である ICHI β 版が公表されている。ICHI が WHO によって承認される

と国際統計報告、診療報酬体系等を含め、幅広く影響を及ぼす可能性があり、ICHI 開発の

情報収集・分析、国内意見の集約、ICHI 開発に対する体制作りが重要である。K コードか

ら外保連手術コードへのマッピングでは、K コードと外保連術式が１対１に対応している

1,741 件は 1 つの外保連手術コードを選択できた。K コードに対応する外保連手術コードが

ないものについては外保連手術コードを新たに附記した。１つの K コードに複数の外保連

手術コードがある 354 件については「外保連手術コードを細分化する時の注意点」を作成

することによって１つの外保連手術コードを選択可能となり、これによってすべての K コ

ードと外保連手術コードへのマッピングが可能になった。K コードから ICHI コードへのマ

ッピングでは、外保連手術試案と ICHI の分類コードが構造的に類似していることを利用し

て、日本診療情報学会に作業を委託し、K コード 2,095 件と ICHI コードのマッチング作業

を行った。 
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A. 研究目的 

WHO は国際統計分類（WHO-FIC）の中

心分類として、国際疾病分類（ICD）と国際

生活機能分類（ICF）、医療行為の国際分類

（ICHI）を設けている。ICD、ICF は WHO

によって承認され各国に使用の勧告がなさ

れているが、ICHI については現在開発中で

ある。ICHI が WHO によって承認されると、

国際統計報告、診療報酬体系等を含め、幅

広く影響を及ぼす可能性があり、我が国と

して ICHI 開発の情報収集・分析、国内意見

の集約、ICHI 開発に対して提案するための

体制作りを進めていくことが国内対応・国

際貢献の両面から重要である。研究代表者

は ICHI 開発のための戦略的かつ技術的な

情報をWHOに提供する ICHI Task Forceの

メンバーの１人である。 

 ICHI は平成 19 年に開発がスタートし、

平成 24 年に暫定版の ICHI α 版を作成、平

成 29 年 3 月までに ICHI α 版のレビューは

完了した。我が国も消化管領域・血液リン

パ系領域のレビューに参画した。レビュー
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結果を反映させた ICHI β 版を平成 29年10

月に公表、オンライン上のブラウザから意

見提出が可能になっている。今後は平成 30

年 4 月にオンラインからの意見を反映させ

た ICHI β 2018 版を公表し、平成 30 年 6 月

からの 2 か月間に各国独自に使用している

医療行為の分類と ICHI とのマッピング作

業および使用頻度の高い医療行為において

フェーズ 1 テストが行われる予定である。

この結果を分析・検討して平成 30 年 10 月

には ICHI β 2018 final 版に反映、さらにこ

の ICHI β 2018 final 版を用いてフェーズ 2

テストを行い、ICHI final 版を平成 31 年 10

月に完成させる予定である。これをもって

平成 32年 5月のWHA世界保健総会での承

認を目指すというタイムラインである（表

１）。 

 

表１：医療行為の国際分類（ICHI）承認ま

でのタイムライン

 

 

平成 27 年度厚生労働科学特別研究の「医

療行為にかかわる分類の国際比較に関する

研究」（大井班）で、医科診療報酬点数表の

外科手術等の評価にも用いられている外科

系学会社会保険委員会連合（以下、外保連）

で作成している手術試案の分類コード（以

下、外保連手術コード）は、ICHI における

分類コード（以下、ICHI コード）と類似し

ていることが明らかになった。外保連手術

試案は元来、我が国の診療報酬制度におけ

る手術料が科学的な根拠もなく決められて

いることに対して、手術手技の適正な評価

のもとに手術報酬の合理的な原価計算を試

み、その結果を示している。この試案には

医科点数表の手術コード（以下、K コード）

も各外保連術式に掲載されている。 

本研究の目的は、ICHI 開発に参画し、情

報収集・分析、ICHI 暫定版の検証、国内意

見の集約、ICHI 開発に対する体制整備など

を行うことである。ICHI と基本構造が類似

している外保連手術コードと ICHI との具

体的な対応表や分析結果を示すことで、我

が国の知見を反映した ICHI 開発を行うこ

とにもなり、さらには多くの医療関係者に

とって最も馴染みのあるKコードから ICHI

コードへのマッピングも可能になる。そう

なれば ICHI 承認後の円滑な国内対応もス

ムーズに進むことが期待できる。前年度の

研究で手術に限定してはいるが、消化管領

域および血液リンパ系領域での外保連手術

コードと ICHI との対応表や分析結果を示

し、これを ICHI α版のレビューに用いたが、

ICHI を理解するためには全領域の検討が必

要である。 

なお平成 30 年度診療報酬改定では、デ

ータ提出加算で提出を求めているデータに

おいて、K コードに外保連手術コードを併

記する欄が設けられた。これにより、外保

連手術コードが多くの医療機関に理解され

ることも期待できる。そうなれば基本構造

が類似している ICHI コードの理解も容易

になり、我が国で ICHI を活用しやすくなる。 
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B．研究方法 

本研究では、研究目的を達成するために以

下の各研究を行うこととした。 

１）K コードから外保連手術コードへのマ

ッピング 

Kコードは医科点数表（平成30年度版）、

外保連手術コードは外保連手術試案第 9.1

版（外保連試案 2018 年に掲載）を用いた。 

K コードは診療行為（大別）（アルファベッ

ト 1 桁）と診療行為（細目）（3 桁の数字＋

α）の合計 4 桁＋α であるが、あまり系統立

ったコードではない。一方、外保連手術コ

ードは操作対象部位（3 桁）、基本操作（2

桁）、手術部位へのアプローチ方法（1 桁）、

アプローチ補助器械（1 桁）の 4 つの基本

構造、合計７桁コードからなり、原則、操

作対象部位順になっている（表２）。 

 

表２：K コードと外保連手術コードとの基

本構造の比較 

 

 

K コードは 2,095 件あり、これに対応す

る外保連術式を抽出し、外保連手術コード

への対応表を作成した。１つの K コードに

対して、複数の外保連術式がある場合には、

部位やアプローチ方法などに注意し、１つ

の外保連手術コードを選択できるようにし

た。また K コードに対応する外保連術式が

ない場合には外保連手術コードを新たに附

記することとした。 

２）K コードから ICHI コードへのマッピン

グ 

Kコードは医科点数表（平成30年度版）、

ICHI は ICHI β2018 版を用いた。K コード

は前述した通りあまり系統立ったコードで

はない。これに対して、ICHI コードは、

Target（3 桁）、Action（2 桁）、Means（2

桁）の 3 つの基本構造、合計７桁コードか

らなっている（表３）。日本診療情報学会に

Kコードに対応する ICHIコードを記載する

作業を委託した。その際に１つの K コード

に複数の ICHI コードがある場合はすべて

記載し、また Target、Action、Means から

導き出した７桁コードが ICHI コードにな

い場合にはその旨をコメント欄に記載して

もらった。 

 

表３：K コードと ICHI コードの基本構造の

比較 

 

 

C．研究結果 

１）K コードから外保連手術コードへのマ

ッピング 

K コードと外保連術式が１対１に対応し

ている 1,741 件では、外保連術式には 1 つ

の外保連手術コードが附記されているので

K コードと外保連手術コードのマッピング

は容易であった。また K コードに対応する

外保連手術コードがないものについては、

対応する外保連手術コードを新たに附記し

た。１つの K コードに複数の外保連術式が

あるものは 354 件あり（表４）、これには部
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位やアプローチ方法などに注意して、１つ

の外保連手術コードを選択できるよう「外

保連手術コードを細分化する時の注意点」

を記載した（表５）。 

 

表４：K コードから外保連手術コードへの

対応 

 

 

表５：K コードと外保連手術コードのマッ

ピングの一例 

 

 

２）K コードから ICHI コードへのマッピン

グ 

Kコード2,095件に対応する ICHI コード

を附記することができた（表６）。 

 

 

表６：K コードと ICHI コードとのマッピン

グの一例 

 

 

D．考察 

K コードと外保連術式が１対１に対応し

ている場合には、K コードから外保連手術

コードへの対応表を作成することは容易だ

ったが、１つの K コードに対応する外保連

術式が複数あるものは 354 件あり、これに

対して的確な外保連手術コードを附記する

には、細分化する時の注意点が必要であっ

た。また K コードに対応する外保連術式が

ないものがあったが、これに対してはコー

ドを附記するルールに基づいて新たに外保

連手術コードを附記した。以上の作業を行

うことで、K コードと外保連手術コードの

マッピングが可能となった。 

K コードと外保連術式のマッピング作業

を行うと、K コードや外保連術式が異なる

が外保連手術コードは同じという場合が相

当数あることがわかった。たとえば外保連

手術コードが Q41 33 00 の術式は、K コー

ドは４つ、外保連術式は５つある（表７）。 

このことからも現在の外保連手術コード

（７桁コード）では、異なる術式を区別で

きないことが明らかになった。これを区別

可能にするには、外保連手術コードを構成

する 4 つの要素に新たなコード（補助コー

ドが必要である。 
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表７：外保連手術コードが Q41 33 00 の術

式一覧 

 

 

この考え方は ICHI コードの Extension 

Code と同様であり、今後の外保連コードの

課題である。 

 Kコードから ICHIコードへのマッピング

作業は 56 名の診療情報管理士と日本診療

情報管理学会で指導的な立場である医師 3

名によって行われた。事前に ICHI コードの

概略を説明、その際に１つの K コードに複

数の ICHI コードが対応する場合は、外保連

手術試案と ICHI の分類コードが構造的に

類似していることを利用して「K コード外

保連手術コード対応表」を活用するように

指導した。今回のマッピング作業は ICHI 

β2018 版が完成後で、2018 年 1－2 月に行

われた ICHI Development Meeting 2018 で

フィールドテストの概要が明らかになった

後に依頼した。このため診療情報管理士が

中心となって行ったマッピング結果が適当

か否かを確認する作業は 2018 年度の作業

となった。 

 

E．結論 

 本研究で K コードと外保連手術コードの

マッピングと、K コードと ICHI コードのマ

ッピングおこなった。2018 年度から外保連

手術コードが厚労省に提出するデータとし

て加わったため、これまで外保連加盟学会

の保険診療委員という非常に狭い領域で検

討されてきた外保連手術コードが、病院関

係者に広く知られるようになってきている。

外保連手術コードも ICHI コードもその構

成要素は類似しており、ICHI が WHO によ

って承認されて診療報酬体系等に影響を及

ぼすようになっても、円滑に対応可能とな

る土台が出来上がりつつある。 

 

F．健康危険情報 

特記事項なし。 

G．研究発表 

現在までのところ予定されていない。 

H．知的財産権の出願・登録状況 

特記事項なし 


